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　米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は2006年11月21日、High Productivity Computing 







トピックス3　米国DODスー パ コーンピュー タ開発計画がフェー ズⅢに移行
　米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は












～ 2003 年、Industry Concept Study）、フェーズ
Ⅱ（2003 ～ 2006 年、R&D）、フェーズⅢ（2006 ～

































参考 1）  http://www.darpa.mil/body/news/current/
hpcs_ph3.pdf
 2）  http://www.hpcwire.com/hpc/1119092.html
注　FLOPS（フロップス）：コンピュータの処理速度を
表す単位であり、ペタFLOPS（フロップス）は１秒間に
１千兆回の浮動小数点演算を行うコンピュータ能力。
出典： 「次世代スーパーコンピュータプロジェクトとその技術課題」
「マルチスケール・マルチフィジックス現象の統合シミュレ
ーション」平成18年度公開シンポジウム講演集、p.181
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